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く HTLV-1provirus 量の定量によっても ATL 発症予測は困難である。 
microRNA(miRNA)は細胞増殖、分化およびアポトーシスなど基本的な生物学的プロ
セスの調節に重要な非翻訳 RNA であり、細胞中および循環血漿中に存在する。血漿中
miRNA の生理学的役割は解明されていないが、腫瘍における miRNA 発現異常が腫瘍の
発生や進展に関わることが報告されており、ATL においても病態の進展と密接に関わ
っている可能性がある。新鮮 ATL 細胞において発現異常を示す miRNA について、これ
まで単発的な報告しかなく、その包括的プロファイルについてはほとんど知られてい








対象： 健常人 2例、ATL 患者 6例（急性型 3例、慢性型 3例）の末梢血単核球より 
純化した CD4 陽性細胞。 
方法： CD4 陽性細胞より Total RNA を抽出し、Human miRNA マイクロアレイ Rel.12.




対象： 健常人 4例、HTLV-1 キャリア 16 例、ATL 患者 35 例の血漿 
方法： マイクロアレイで健常人およびATL患者間で相対比の大きいmiRNAについて、 
 qRT-PCR 法（TaqMan MicroRNA Assays）にて、相対発現比として算出した。 
 
結   果 
• ATL 細胞の各種 miRNA の発現量は、正常 CD4 陽性細胞と比べ減少しているもの
が多く認められた。 
• ATL 細胞の特徴的 miRNA として、miR-155(増加), miR-126, miR-130a(減少) , 
let-7b, let-7g(不変)が抽出された。 
• マイクロアレイにより細胞内の発現量と相対比をもとに抽出した 5 種類の





考   察 
本研究において、miRNA は ATL 細胞における特徴として一般的に減少していること、
ATL 細胞および ATL 患者血漿中において miR-155 の増加および miR-126 の減少がみら
れることを明らかにした。 
血漿を用いることで簡便に使用できる病態進行の評価のための新規バイオマーカ
ーとして miR-155 および miR-126 が有用である可能性が示された。 
今後 miR-155 および miR-126 のターゲット遺伝子が明らかになれば、ターゲット遺
伝子そのものも含めて、miR-155 および miR-126 が将来的に治療法のターゲットとな
りうる可能性が示唆された。  
 
